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本
日
、
開
法
八
」

lm咋
並
び
に
町
制

施
行
三
」
'
周
年
記
念
広
報
特
集
号
の
先

行
に
あ
た
り
一
言
ご
桟
拶
申
し
あ
げ
ま

す
。か

え
り
み
ま
す
と
、
本
町
の
附
拓
は
今

か
ら
約
三
百
凶
十
内
仰
の
党
永
十

一

二
年
頃
、
利
別
川
上
流
に
お
い
て
盛

ん
に
砂
金
を
採
取
し
た
の
が
創
始
と
さ

れ
、
当
時
、
日
光
東
岨
常

v
u
u
に
型
し

た
金
は
、
本
町
践
の
砂
金
を
他
則
し
た

も
の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
数
量
の
減
h
y

に
よ
っ
て
砂
金

保
取
は
中
絶
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

安
政
年
間
に
は
、
新
館
奉
行
の
巡
視
に

よ
り
奨
利
河
湘
伶
鉱
が
発
見
さ
れ
、
明

治
維
新
後
は
発
掘
の
許
可
を
得
て
事
業

を
開
始
、
さ
ら
に
、
明
治
」
l

三
年
に
は

美
利
河
花
石
に
お
い
て
メ
ノ
ウ
マ

ン
ガ
ン
が
採
掘
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

次
い
で
、
明
治
十
九
年
に
は
、
東
京
の

人
、
雨
宮
敬
次
郎
が
鉱
物
探
険
を
行
な

い
、
間
二
十
四
年
砂
金
鉱
の
泊
可
を
得

て
花
石
に
人
夫
三
十
数
名
を
移
住
さ
せ

て
市
中
業
を
継
続
し
と
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
本
町
の
開
拓
は
、
鉱
業

が
先
駆
を
な
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

す
る
次
却
で
あ
り
ま
す
。

今
日
弘
H
ハ
が
ト
鉱
山
の
地
と
し
て
空
け

枇
い
だ
、
こ
の
大
地
と
香
り
↑口
川
い
主
化

は
、
な
が
い
田
町
山
の
中
で
育
て
ら
れ
と

先
人
的
強
い
忍
耐
力
と
郷
l
霊
さ
ら
に

新
ら
し
い
天
地
で
の
情
的
創
造
に
注
が

れ
た
人
々
の
英
知
に
よ

っ
て
築
か
れ
と

の
で
あ
り
ま
し
て
、
い
ま
私
述
は
間
基

八
卜
周
可
を
迎
え
た
こ
と
の
怒
び
と
感

今
金
町
間
基
八
同
川
旬
並
び
に
町

制
施
行
三
十
問
司
花
念
広
報
料
品
口
付

先
刊
に
あ
と
り

一
行
お
悦
い
を
巾
L

卜
げ
ま
す
。

断
り
み
ま
す
と
中
」
川
の
暦
山
ん
は
A
，

か
ら
約

ニ
百
四

l
年
前
の
覚
、
北
町
川

に
利
別
川
上
流
に
あ
け
る
砂
金
採
集

に
始
ま
り
.
川
治

一一
卜
年
に
瀬
棚
町

か
ら
分
村
し
て
当
町
に
一
ド
U
M
役
川
崎
が

山
山
白
か
れ
刷
叫
の
帥
叫
が
築
か
れ
と
の
で

あ
り
ま
す
。

U
来
幾
多
の
変
涯
を
科
つ
つ
姶
展

を
続
け
昭
和
二
1
二
内
町
制
を
比
四
'
れ

し
で
今
日
に
?
で

っ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
間
基
八
十
年
町
制
施

行
三
イ
司
を
断
り
み
将
来
へ
の
楚
展

の
決
む
を
新
た
に
さ
れ
ま
す
こ
と
は

ま
こ
と
に

5
義
深
く
御
同
慶
に
耐
え

な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
吋
町
の

A
7
H
の
繁
栄
は
刷
桁
当
初
に
お
け
る

主
人
の
苦
労
に
れ
う
と
こ
ろ
が
し八き

く
畳
な
お
時
き
原
始
林
に
斧
を
傑
い

一
点
、
本
町
の
内
刷
業
開
発
は
、
北
海

道
開
桁
伎
の
命
に
よ
り
、
明
治
二
卜
問

年
三
川
犬
養
毅
氏
ら
の

l
地
貸
付
を

受
け
て
、
H

ト
剛
山
同
志
村
大
の
が
ル
王
、
丸

山
嬰
次
郎
氏
外
数
名
が
.
北
'
品
道
に
キ

リ
ス
ト
批
従
の

-K
新
天
地
を
辿
設
し

よ
う
と
、
固
い
信
仰
と
不
屈
の
精
神
を

も
っ
で
イ
マ
ヌ
エ
ル
に
人
階
、
さ
ら
に

二
十
六
年
同
円
、
霊
媛
県
人
、
今
村
藤

次
郎
、
金
森
石
郎
両
氏
が
移

H
民
イ
数

戸
を
募
っ
て
今
世
に
入
館
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
A
，付
氏
は
早
稲
聞
大
学
政
治

経
済
学
部
を
卒
業
後
、
北
海
道
開
析
の

市
型
刊
に
か
ん
が
み
、
』
由
主
決
む
を

も
っ
て
波
近
し
、
j
地
問
裂
の
か
た
わ

ら
、
人
組
私
自
の
凶
付
心
を
問
め
る
と
と

も
に
、
相
互
扶
助
の
梢
神
を
品
協
し
、

仰
朴
で
竪
主
主
風
習
の
村
づ
く
り
に
努

謝
の
中
で
静
か

る
と
き
、
そ
こ

ー
の
先
駆
者
た

を
き
く
出
い
が

に
古
き
歴
史
を
た
ず
ね

に
改
め
て
偉
大
な
る
郷

ち
の
姿
会
見
、
そ
の
声

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

町
民
的
背
さ
ん
と
と
も

灯
を
消
す
こ
と
な
く
、

の
先
展
と
'
川
上
に

h
を

史
に
光
を
そ
え
て
、
こ

え
る
こ
と
を
閤
〈
心
に

私
は
そ
こ
に

に
先
人
の
心
の

郷
!
い
ま
か
ね

棒
什
栄
光
の
歴

れ
多
次
代
に
伝

川
畑
を

ウ

マ
uhrt 

4
H
f
 

h
R
慨
に

を
い
た

ま
と
と

桁
き
あ
る
い
は
砂
金
。
メ
ノ

ノガ
/

M

M

民
主
ど
苦
し
い
附

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
川
公
と

満
ち
と
先
人
的
努
力
に
忽
い

し
ま
す
と
き
、
町
民
的
皆
さ

も
に
限
門
寺
い
敬
立
を
点
す

も
に
本
日
こ
の
喜
び
の
け
を

ヲ
②
ル
」
ル
」

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
は
町

阿
世
古
川
崎
会
峨
白
を
は
じ
め
と

し
て
住
民
各
位
の
一
致
凶
結
し
た
努

h
の
賜
と
存
じ
前
ね
て
倣
辺
を
点
す

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
当
町
は
恕
ま

れ
た
自
叫
長
門
の
も
と
に
内
刷
業
を
は

じ
め
と
す
る
各
分
野
に
め
ざ
ま
し
く

力
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
づ
い
て
、
問
司
に
加
藤
勘
助
、
政

之
助
両
氏
外
二

八
名
が
前
川
に

二
4

八
年
に
花
石
に
よ
山
柑
次
郎
氏
、

ニ
ト

λ
年
に
は
金
目印
刷
普
お
よ
び
鈴
木
幾
太

郎
氏
が
鈴
川
合
川
町
に
同
内
八
束
に

は
鈴
木
設
一
す
氏
ら
い
か
、
そ
れ
ぞ
れ
人
舶

さ
れ
、
こ
こ
に
本
町
の
附
似
の
鍬
の
布

陣
が
形
成
さ
れ
る
仁
王
っ
と
の
で
あ
り

:-
。

品
定
E
J
e
，

特

に

明

治
ニ
ト
六

zqに
人
組
さ
れ

と
、
今
村
企
森
両
氏
は
市
街
地
の
設

」1
司
に
戸市ヒり
、
急
激
辛
砂
仲
間
者
の

m加

に
よ
り
同
社
六
川
十
三一
円
に
瀬
棚
村
か

ら
分
村
し
、
戸
長
役
場
が
設
置
さ
れ
、

七
川
十
丘
川
利
別
村
と
し
て
発
足
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
町

は
川
治
三
卜
午
、
故
浅
川
雄
二
郎
氏
が

初
代
戸
長
と
な
ら
れ
た
時
を
も
っ
て
開

基
初

q
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
来
、
品
目
惜
の
公
共
胞
設
が
治
世
建

設
さ
れ
明
治
三
十
九
年
に
二
級
町
村
制

が
施
行
さ
れ
、
は
じ
め
て
村
脱
会
議
日

が
選
出
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

開
拓
者
精
神
を
受
け
継
ぎ

住
み
よ
い
町
帆
つ
く
り
に
努
力

五
を
計
幽
し
、
宅
地
を
百
二
J
1
九
区
内

川
り
、
役
場

。
昨
日
相
下
等
の
子
!
J

止
を
設
け

る
ほ
か
、
商
業
者
の
移
住
を
す
す
め
た

こ
と
に
よ
り
、

A
，
n
の
一
I
K
市
街
地
が

形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

か
く
し
て
本
川
の
附
先
は
、
明
治
三

銘
じ
て
い
る
次
訴
で
あ
り
ま
す
。

お
磁
を
も
ち
ま
し
て
町
政
が
日
々
進

展
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
も
、

ひ
と
え
に
周
辺
を
は
じ
め
関
係
縄
問

の
ご
恕
切
な
ご
指
噂
と
町
民
品
位
の
力

強
い
ご
支
阪
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
ま

し
て
深
く
感
謝
の
也
を
去
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
附
基
八
十
周
年
並

び
に
町
制
施
行
三

i
伺
年
日
念
広
知
先

辿
肢
が
み
ら
れ
、
と
く
に
判
別
川
流

域
は
良
質
米
の
路
地
と
し
て
広
く
如
、

ら
れ
る
に
司
り
道
府

一
の
殺
合
地
帯

さ
ら
に
は
酪
農
地
帯
と
し
て
ま
こ
と

に
前
途
洋
々
た
る
も
の
が
あ
り
将
来

が
し入い

に
則
泊
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
申
す
ま
で
も
な
く
町

今
金
町
長

v可

立前

後
交
通
網
の
幣
仰
と
共
に
、
四
1
4ι
三
年

に
は
悶
縫
I
瀬
棚
川
の
乗
合
同
車
が
開

通
し
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
鉄
道
敷
設
運
動

も
強
力
に
惟
進
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

凹
畑
も
拓
け
る
に
従
い
土
功
組
合

開
業
組
A
FH

も
段
也
さ
れ
、
大
正
」
l

二
年

川
あ
と
り
改
め
て

の
念
を
絡
げ
る
と

後
よ
り

一
瞬
の
ご

願
い
申
L

J
げ
ま

先
人
の
山
町
主
に
感
謝

と
も
に
、
皆
川
開
に
令

指
準
ご
糊
鑓
を
お

す
。

う

一
一
山
主
人
の
力
々
の
偉
業
を
促

ば
れ
て
そ
の
時
氾
生
体
験
に
-
了
び
、

さ
ら
に
限
り
奇
い
未
米
に
向

っ
て
瑚

忽
的
生
郷
上
づ
〈
り
を
進
め
ら
れ
ま

す
よ
う
切
に
則
侍
し
て
や
み
ま
せ

ん
。ま

と
、
皇
内
に
わ
と
り
町
勢
発
展

今
金
町
の
限
り
な
い

前
途
を
祝
福
し
て

北
海
道
'
刷
事

の
振
興
発
展
は
町
山
内
事
占
町
議
会
の

適
切
な
施
策
巡
川
に
ま
っ
と
こ
ろ
が

幸
い
と
忠
h
れ
ま
す
が
問
時
に
町
民

的
皆
さ
ま
が
町
辿
設
の
た
め
に
不
断

の
努
力
を
傾
注
さ
れ
て
こ
そ
、
そ
の

成
山
が
結
主
す
る
も
の
と
確
口
し
て

お

η
ま
す
。

堂
垣
内

尚

~L 

の
と
め
に
御
功
績
を
あ
げ
ら
れ
陥
れ

て
占
彰
の
敢
に
HA
さ
れ
と
持
仰
に
付

し
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
り
に
宇
全
町
円
前
途
を
例
制
す
る

と
と
も
に
川
民
的
皆
同
悼
の
御
地
問
刊
を

あ
祈
り
し
て
お
川
町
の
こ
と
ば
と
い
と

し
ま
す
。

堂

に
は
、
同
縫
I
瀬
棚
川
町
同
市
中
も
パ
ス

に
変
り
、
昭
和
四
年
に
は

一
級
町
村
制

が
施
行
さ
れ
、
同
年
同
縫
1
花
石
問
、

型
五
司
に
は
花
石
l
今
金
川
に
待
望
の

鉄
道
が
附
述
、
同
七
当
に
は
瀬
棚
全
線

の
開
通
を
見
る
に
モ
り
、
さ
ら
に
は
郵

問
問
の
附
設
に

H
な
い
、
各
部
務
と
の

屯
M
も
州
通
し
、
山
村
川
円
以
も
導
入
さ

れ
除
々
に
文
化
生
活
に
変
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
~
。

昭
和
二
十
三
年
に
は、

間
基
五
十
周

向
を
契
機
に
町
制
を
施
行
し
、

町
名
も

利
別
村
か
ら
、
本
町
刷
新
の
組
今
村

金
森
両
氏
の
頭
文
ef
を
組
み
合
せ
か
4
7

金
川
作
と
改
札
仲
し
今
川
に
泣
ん
で
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
口
来
指
団
体
の
活

発
生
事
盟
促
進
に
よ
り
本
町
は
総
合
的

に
開
発
さ
れ
現
内
の
姿
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
間
前
人
未
踏
の
こ
の
地

に
入
植
さ
れ
、
笠
主
お
時
き
限
始
林
を

切
り
拓
き
、
践
や
狼
と
闘
い
朝
に
月
を

明
き
タ
に
忠
一
を
仰
い
で
、
あ
ら
ゆ
る
困

苦
欠
乏
に
耐
え
な
が
ら
、
文
字
ど
お
り

不
挽
不
服
の
籾
神
に
よ

っ
て
今
日
の
除

昌
の
礎
を
築
か
れ
た
先
入
先
輩
の
ご
労

苦
に
村
し
深
甚
主
る
感
謝
と
敬
坦
を
占

、一/

ぷ
盟
申弘山

い
で
ゅ
の
何
ピ
リ
舟

わ
た
し
円

必

陥

メノ
ヴ

そ
れ
そ
も
だ
よ
仲
む
ゆ
く
所

b
A
P

，世
'H
い
と
こ
ょ
い
と
こ
そ
だ
ち

‘
 
'
恥

ヨ
イ

サ
テ

喜iS行J芸科52
いーだ心 乏し-v訟手寺院 jふ，
Ei品骨 PdT ?芸品ケ ~ c3
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ヨ
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日光東照宮御首朋の砂金採!.s

再度の採金作業によりカニカン

と' 」きでなもお号年

， 

八雲~今1(，:111flJiIに定期防車IiflJill。
大洪水あり

と
~ 

』き

大1)(1作に兄まわれる

でなもお
国

可

大正2年

大正5年

年

金山発見

箱館奉11鉱ILJ開発のため美利河、

住吉に役所を置く

箱館奉行の巡見によ り美和l河マ

ンガン鉱発見

松浦武四郎、医l縫よ り利目IJ川探

険

11-12年
文化年間

安政4年

安政年間

金Jj日l川善、鈴木幾太郎共同て'金

原、鈴金lこ48戸移行ーさせる

村l歪をあ・く。キリストff年会結

成、インマヌエル教会建立。干IJ
}JIJ川大洪水。和1

'
丘に簡易教有所

開設。プラオ

今令市街地 Iこ /.i， fJ 開始。 1~11r物
検TE内「利l別派出所設置

ーl'丘、雨干IJ)]IL!:l?}J組合設立。国

縫~瀬棚IIlJノ〈ス道路完成し、乗

合パス走る

市平IJ)]IJ I.ìI II則1~'ClJ仮売制lfT設立
?日新|伴Ji山

大正8年

大正p年

大正11年

大正12年

明治31年

わ
た
く
し
た
ち
町
民
は
、
祖
先
の
の
こ
し
た
開
拓
精
神
と
郷
土
愛
と
を

受
け
つ
ぎ
、
力
を
合
わ
せ
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
理
想
郷
の
建
設
を
念
願
し
、

こ
の
滋
掌
を
-Mめ
ま
す
。

自
然
の
恵
み
豊
か
に
し
て
い
よ
い
よ
伸
び
ゆ
く
と
こ
ろ

く
し
た
ち
の
今
金
町
で
す
。

藤次郎翁像

T民

健
康
で
勤
労
に
は
げ
む
明
る
い
町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

技
能
を
み
が
き
産
業
の
開
発
に
努
め
豊
か
な
町
に
い
た
し
ま
し

ょ
う
。

そ
れ
は
わ
た

(4 ) 

ょ民
う主
。主

義

徹
し

蓄
を
lλ 
1=1 

.fll! 
化
し
て
近
代
的
な
l町

た
し
ま
し

、ー--'

教
義
を
た
か
め
楽
し
く
生
活
で
き
る
平
和
な
町
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

甚Ii'f' 'd:ど数団体砂令を1*!JS

大山静1111'ヱI"J、花イ1、美干IJ河で

メノウ、マ ンガン1*集

雨JJI『敬次郎、美利河J世帯の鉱物

主主険

犬養毅ら-1:)也貸付を受け、京都

同志社平'UO名付丘に移住

今村藤次郎、金森干i(H¥移民15戸

今金に人地

神丘ヘキリ スト教徒!.s団移住。

瀬棚一同縫ml道路|刑通

よト金、花石に駅逓所開設。加藤

政之助外29名北海道拓地組合結

成、農民を極川に移f:tーさせる

神丘に利目IJ教会建立

明治 2年

明治13年

明治24年

明治26年

明治27年

明治19年

~ '- ー一、- ，.. .-1" 

江差警察署利別分署設置。利}JIJ
村/品会設立

八雲まで'八東経由客!!bm;l.!lる

熊石から仔牛導入。第 2干IJ日'I尋
jZ小学校校舎新築務Ijx

4月、 2級町村制施行。村会活

日選挙。各地で水間試作はじま

る

ZI 田 f~市街に村医として人地

利別川大洪水。 と荷.tM設位。 rp

fIt市街地問T区IillJ改正。 !こIjffiに桧

山支庁制民地医l国Iを設定

美利河温泉発見。国縫-1斬棚1m
乗合馬車IiH通

利別消防組設白

明治36年

明治38年

明治39年

明治42年

明治43年

l級例I

6 n i~ .tM庁舎全焼。 消防ポ/プ
導入

干InJリ11j1~~:/-l tr 設)'(.。 同鉄瀬抑i線

企本町市街地

1 ，1縫-1EイiHtI$9(j且|問述。

付出1I施11

花イ，-今ィitHili;(oi丘BH通

昭和 4年

明治28年

明治29年

明治30年

字;í;:八幡 7;~' íÌ IJ 立

i頼抑'11111より分付。戸長f}:.tJJim.j設。

干1I円'I郵問問IlfJ局。美和l河巡Tf派

tH所|剤投

昭和 7年

全線開通

12円役場庁舎務成。二i木現業所

l剤投。 f:r.I世帯改日

昭和8年

( 5 ) 



年 号 おもなできごと

今金支岩1lfJtiο救急業務開始。

今令111]"民民辿盟発足。光の虫学

園落成l悶図。特別養波老人ホー

ム箆舟[胡活工。今金町観光協会

発足。材iM許申11，談所開設。円逃商品

位研修セノター落成。中盟へき

地保健都制館吉年成。

昭和45年

昭和46年

昭和50年

企町民センッー

八束小 01' 下t完全焼新築。 ~~舟 l話l

11M闘。 ~'fi J:1封地造成。 総合体育

館者 1:，1l'i千11河浪泉-{l}が1'1~~ 

Wi~林に桁'11:: 0 rl.illi寿の京都1，比

今令小 ILI合保育園HfH!i。総合体

育館落成。美手11河ダム'H施設，H

調1・tJlH!lfi。
あ 2 次品業構造改善 '1 ;業、 ~12

次山村娠興特別対策事業にB下。

イノ 7 ヌエルの丘80$1記念碑主n
t。全国f;';-1;務80}"1年紀念。近隣

公出1111。
け支給食七 ンター着工。H吉'1'

i li~1:普セ ノ ター落成。 今金簡易

ノlく i丘 WI~11ì改良 :I :'J;完了 。 鈴同11J 会

館務成 昭和48年

昭和51年

昭和52年 'n支給食セノタ 落目立、 全川小

中学校完全給食1m始

}IHK，80周1YI1c念、町;例施行30周

年紀念

昭和49年

(1 

総合計画っ くりに若干。 !こ1j1!i共

I~J模範牧助着工。 LIJ村振興事業

IIJI始。鈴金生活改普七 ンタ 落

成。277号線図辺昇格

第 11百l産業まつり 1111く。国道277

刀線全而舗装。町内会を再編成

鐙川地区に簡易水道設置。花石、

Iti岸生活改善セ ンター落成

山村↓!日発七ノタ ー着工。中央線

街路卒業に着手、!昌則的完成。

老人医療問を1IlE料化。今令北桧

111 ~':j校統合。 今金目':i h;t絞範牧場

完成。経J11'1'1古館務成

~~m、日進中芋校がノ入金中学校

に統合。町民セ ノター落成。今

令小字校校舎古耳目立。flilu'病院地

築し ，]ハピリ施設開設。保健所

~Ji庁舎落成。土地1I111~公判 設立。

総合計凶l基本構想を策定。I也籍

l制作に若手。消防庁舎着工。光

の星学図着工。花イ l地区に簡易

ノド道設置。第 1ITII牧JLjまつり聞

く。広報いまかね全国コン ク

ルで入選。豊匝1'1-:i li iìl~滞日比

ja問剖11落80周年記念。消防庁舎

滞成。桧山広域消防車rt合消防署

年 号 おもなできごと

4 ー111日所

NHK今金放送局|同局

今金柿完成

クレードルアスパラ工助完成

~; 1次農業構造改善'I':¥'<計画地

域桁定

今令市街地に簡易本道設置。大

通門出Ili装工事完成。部 l次114業

例記i改善事業に若手

昭和34年

昭和35年

昭和36年

昭和37年

昭和39年

昭和40年 i宝I品 ~Ji庁舎着工。 民協ライス七

ンター完成

奨利{可 ~J\J分校 、 j'" ill分校庭校。

役助事Jr庁舎落目立。急UrせたなJ

;~fí. 。 児童プール完成。

i且'i:-;;存上土l'業完工。北桧山国国

かんばい事業着工。町と干の家

落成

l刑事長70周年記念。今金駅舎部成。

I~色村集団EEZ市 IlH述
今金位協と今金属普段協が合併。

今金屯報1h話局IlH向。 Jr少年会

館落成。駅前広J品造成

やl'丘小中学校全焼改築、判l丘中

宇絞は今金中学校に統合。今金

小子校校舎改築者'[，!j.' jW問、

信丹機設置。振興IIIH地域に指

定される o

全国町村会から優良川 として表

昭和41年

昭和42年

昭和43年

昭和44年
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昭和21年

利別森林組合設立

利目IJ 産業組合を利~JlJ r;芸業会に改

組

今金消防|羽設住。ノp金消防本t11;

稿1&

10 }CI 1口、 111]":liilnt!iU。平11別村を

今金~I ]"と改称

今金保険l'庁 IlfJ j~ 。 今金III[体育協

会設J/.

今金町!tJ~~持 、 今金町I!:業協同
組合、今金111fllJllii J品業協同組合、

昭和22年

昭和23年

今金高等学校JlHj~

昭和24年

昭和25年

今金川[酪段業協同組合設立

ilJl治乳業今金 一[J-M I\H設。 相~ rll l汁

匝I)I!!1こtn'，t

一一
11 
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削

工

飢

批
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育

民

中
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函
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日
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保

公

金
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、
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。
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合

令

人
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久

プ

ぽ

い
叩
山
村
山
中
干

L
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A
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年

年

海

6

7

日

2

2
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日

日

H

革

命

三

千

同

刊

昭

昭

院

昭和29年 今金営林署1111庁。今金農協デパ

ト干高成

11目基601珂$f記念

今金側[史発1'11。今金町立国fA(診
昭和32年

昭和33年
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午
前
九
時
、
打
ち
あ
げ
花
火
を
合
図
に
千
三
百
人
の

パ

レ

ド

か

ら
、
町
の
発
展
に
尽
く
し
た
先
人
の
労
苦

を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
郷
土
今
金
町
の
繁
栄
を
願

っ
て

多
彩
な
祝
賀
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
町
の
ン

ン
ポ
ル
と
し
て
の
母
子
保
「
平
和
」
の
除
幕
式
、
「
附

拓
物
故
者
献
花
式
」
「
妃
念
式
典
」
「
祝
賀
会
」
と
共
に

「今
金
し
ぐ
れ
」
の
発
表
、
又
、

「町
民
マ
ラ
ソ
ン
大

会
し
を
始
め
と
す
る
体
育
祭
紀
念
IX化
祭
苦
々
、
ま

だ
皆
さ
ん
の
思
い
出
も
新
し
い
事
と
思
い
ま
す
。

お
ご
そ
か
に

ー
開
拓
物
故
者
献
花
式
l

一
、
附
式
の
こ
と
ば

一
、一
追
悼
の
こ
と
ば

献里Z

と

一
、
閉
式
の
こ
と
ぱ

町
内
外
の
祝
福
の
中

11 

記、、、、

今

金

町

助

役

メ〉、
-， 

金

開I

?E 

金

開T

A 
7 今

金
町
級
会
続
長

泣

』長

(t 

う

今

金

町

念

式
11 

閉
式
の
こ
と
ば

今

金

町

助

役

式

辞

今

金

町

長

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
贈
呈

悦

辞

衆

議

院

段

目

一
、

祝

泡

披

露

一
、
閉
式
の
こ
と
ば

は
な
や
か
に

11 

祝
一
、
開
会
の
あ
い
さ

つ

祝余方

歳

一
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ

北衆衆

両手 1晶 1轟

ill ~克~ìi:

実[] I晶 1晶

'1' t1日

道

政

会

議

白

追
悼
刷
会
議
白

桧
山
町
村
会
長

桧
山
議
長
会
長

今

金

町
収
入
役

今

金

町

助

役

賀

会
H
H

今
金
町
蛾
会
践
長

盃典

「今
金
し
ぐ
れ
」

狩

場

太

鼓

山地

能

太

n!j 

今
金
町
説
会
副
椛
長
大
越 久

保
田
常
次

1止

河

端

t正

河

端

今

野

表

今
村
白
井
子

回J

í~ 

久
保
田
常
次

久
保
間
前
次

河

端

盟

田

中

正

巳

阿
部

文

男

塚

田

庄

平

堂
垣
内
尚
弘

小
沢

栄

吉

松
崎

義
雄

高
根
沢
正
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一
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飯
田

政
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久
保
田
常
次

今

野

伝

今
金
民
締
ク
ラ
ブ

f~ 

干F

口止

1ぷ

n 
藤
夫

(8) 

』市1汁し 広 開1 久， ~[ 号己 日l
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